














































































　 　　　*请来再。→ 请再来。 (Please come again.)
　（2）　月曜日は10時に家を出ます。 
　 　　　*我出发家十点星期一。→ 我星期一十点从家出发。





































































































































































































































































































　 　　　来看戏吧。   　　　　　请来看我们班的戏剧。
　 　　　　→△   　　　　　　→○（请来看我们班的戏剧表演。）
　（28）何やるん？何時から？  　　⇨　あなたたちは何の劇をするのですか？
　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　その劇は何時からですか？
　 　　　做什么？几点开始？  　　　　　　　　　你们演什么剧？那出戏 6）几点开始？






     　那出戏从十点二十五分开始。
　 　　　　→△  　　　  　　→我们演阿拉丁。
                                  　　　那出戏从十点二十五分开始。
　（30）わかった、行くわ！頑張れ！　 ⇨　わかりました。私はその劇を見に行きます。
                                              頑張ってください。
　 　　　知道了，我走了。加油！  　好的，我去看那出戏。请加油！





























　 　　　请给我这个。   　　　我要这个。
　 　　　　→△   　　　　→○
　（32）チケット二枚ください。  ⇨　（プリエディットなし）
　 　　　请给我两张票。         
　 　　　　→我买两张票。　　　         
　（33）メニューをください。     ⇨　私にメニューを持ってきてください。
　 　　　请给我菜单。   　　　请把菜单拿给我。
　 　　　　→△   　　　　→○
　（34）水をください。    ⇨　私に一杯水を持ってきてください。
　 　　　请给我水。   　　　请给我拿一杯水。




























　　A: ほとんど手直しした  　B: 半分くらい手直しした  C: 時々手直しした
　　D: ほとんど手直ししていない  　E: 全く手直ししていない
　Q. 2 日本語の手直しは必要だと思いますか？
　　 a: とてもそう思う               　b: そう思う      c: どちらともいえない





Q.1 A B C D E 合計
a  7 人  5 人  7 人  4 人  0 人 23人
b  6 人  6 人 24人  1 人  0 人 37人
c  1 人  2 人  2 人  2 人  0 人  7 人
d  0 人  0 人  0 人  0 人  1 人  1 人
e  0 人  0 人  0 人  0 人  0 人  0 人











　　A: ほとんど手直しした  　B: 半分くらい手直しした        C: 時々手直しした
　　D: ほとんど手直ししていない  　E: 全く手直ししていない
　Q. 4 機械翻訳後、訳出された中国語の手直しは必要だと思いますか？
　　a: とてもそう思う          　b: そう思う                c: どちらともいえない











Q.3 A B C D E 合計
a  4 人  0 人  5 人  4 人  3 人 16人
b  3 人  4 人  8 人  9 人  5 人 29人
c  0 人  0 人  5 人  7 人  2 人 14人
d  0 人  0 人  2 人  3 人  2 人  7 人
e  1 人  0 人  0 人  0 人  1 人  2 人

















　　 a: とてもそう思う               　b: そう思う                   c: どちらともいえない












a b c d e 合計
32人 32人  4 人  0 人  0 人 68人
｜ 89 ｜
日中の表現スタイルの相違に基づく中国語作文指導の試み
明瞭な説明や練習問題等を取り入れなければならない。また、今回の試みでは、プリエディッ
ト（前編集）の重要性を強調するあまりその作業に時間をとられ、ポストエディット（機械翻
訳訳出後の手直し作業）がしっかりと実践できていない学習者が少なくなかった。提出された
課題の中には、訳出された文が自分の意図している文になっているか文法に誤りはないかなど
確認する作業を怠らなければ、初級段階の学習者でも防げた誤訳がいくつもあった。ただ、言
うまでもなく初級段階の学習者は機械翻訳で訳出された文が適当であるかどうかの判断がつけ
にくいため、複数の機械翻訳で訳出して比較する、一部分を切り取ってweb 検索をかける等、
訳出文の正誤を確認するポストエディットの手法を提示することも必要となる。
　今後は、日中の表現スタイルの相違に基づいたプリエディット・ポストエディットの手法をさ
らに分類・整理した上で中国語作文指導を実践し、それによる学習効果の検証も行っていきたい。
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注
 1 ）2020年度までのカリキュラムの場合。2021年度以降は、英語科目週 6 コマ、中国語週 4 コマとなる。
教育課程上の留学についても、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により中止や延期となったた
め、今後は派遣される時期や期間は流動的となる見込みである。
 2 ）2019年度までは統一試験が行われていたが、2020年度については、新型コロナウイルス感染症の影響
でオンライン授業が中心となったため定期試験は実施されず、統一の提出プリントにより成績を評価
した。
 3 ）筆者が実施した「作文指導」は、短文を作る“造句”とテーマに沿って長文を書く“作文”を実施し
たが、本稿においては、“造句”についての考察結果を提示する。
 4 ）機械翻訳の性能は年々向上しているため、実践当時と現在とでは訳出結果が異なる場合がある。
 5 ）郭春貴（2017：286−287）によると日本語の「形容詞＋名詞」の述語文は、中国語はほとんどの場合「名
詞＋形容詞」の述語文にするとより自然な中国語になるとある。
 6 ）学習者は「その劇」を“那出戏”と訳出し、中国人チューターの訂正もなかったが、“戏”は主に京
劇のような戯曲を表すことが多いため、“剧” を使った“那部剧”の方が一般的な「演劇」を表せると
指摘を受けた。同義語の訳出問題に関しては今後の課題としたい。
｜ 90 ｜
相　原　里　美
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